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＜バイオ医薬・リサーチ・レポート＞ 
 

2024年 7月 4日 

人工知能の活用はバイオ医薬に多大な恩恵をもたらす 
■機械学習や生成ＡＩ(人工知能)は、バイオ医薬の探索・研究開発・検証・生産を効率化に導く 

米国の半導体大手であるエヌビディアは、生成ＡＩ向け半導体の用途拡大先として医療・ヘルスケア市場

に注力している。医療機器や病院のスマート化も対象だが、ライフサイエンス向けクラウドの構築が大きな柱で

あり、バイオ医薬の創薬に役立つ関連ソフトウェアを幅広く構築・提供している。例えば、2023年 3月に同社

との提携を発表した米バイオ製薬大手アムジェンは機械学習時間の迅速化を実現した。エヌビディアと提携し

た企業の中には、新薬候補時間の短縮化を実現したところもあるという。対話型 AI「Chat（チャット）GPT」

を開発した米国のOpenAI は、バイオ医薬開発加速化のためのAI搭載ソフトウェア構築で仏医薬大手のサ

ノフィとの協業を始めた。機械学習や生成ＡＩの活用によるバイオ医薬業界へのメリットは下記のように多岐

にわたる。なお、メリットの全てを網羅しているわけではない。 

 

・ 抗体医薬の分子配列や医薬品構造のデザイン（機械学習の活用などによる） 

• 機械予測 ⇒ 検証提案 ⇒ リアル実験 ⇒ 機械学習へのフィードバック ⇒ 配列最適化 

• 薬物の体内動態の予測 ⇒ 検証 ⇒ 組織移行性や体内動態(半減期)の最適化 

• ディープラーニングによる画像解析 ⇒ 細胞や臓器の画像解析で有効性と安全性判定を効率化 

・ 知見の効率的利用や臨床試験デザインへの応用（生成ＡＩの活用などによる） 

• 自然言語を用いた学術論文の検索 

• 疾患ターゲットの探索・スクリーニング 

• バイオマーカーなどの試験データの迅速的な解析 

• 早期の試験データに基づく、高い精度での POC(概念実証)判断や毒性評価 

・ 効率化・省力化（実験、候補物質の生成、製造） 

• 実験など各作業の自動化、機械予測との連携で候補分子を自動的に生成 

• 最適な製造条件の検出（試験に用いる治験薬やバイオ医薬製品） 

 

生成ＡＩブームの主役が半導体産業であることに違いはないが、その利用先としてバイオ医薬業界が多大

な恩恵を受けることは、バイオ医薬業界の注目ポイントの１つだと考えている。先駆的なＡＩ活用が効果をあ

げている企業では、自社の臨床試験キャパシティーを超えるほどの有力新薬候補の創出の加速化に成功し、

あえて他社に導出する戦略をとっているところも現れている。                     以上 
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